
観光ビジネス学科　シラバスの変更一覧

学年 ページ 科目名

２年 68 ホテル経営
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教科書

参考文献

備考

※以下は該当者のみ記載する。

林　春伽
旅行会社スタッ

フ

緑水亭についてネット等で調べておくこと（概
ね30分）。

アキウ舎についてネット等で調べておくこと
（概ね30分）。

林　春伽
緑水亭スタッフ

観光政策における宿泊業について,観光白書な
どで予習すること（概ね30分）。

林　春伽
東北運輸局観

光部長

観山聴月についてネット等で調べておくこと
（概ね30分）。

林　春伽
観山聴月スタッ

フ

泉ロイヤルパークホテルについてネット等で調
べておくこと（概ね30分）。

林　春伽
泉ロイヤルパー
クホテルスタッ

フ

林　春伽
アキウ舎スタッ

フ

適宜紹介する

林　春伽

特になし

本授業はオムニバス形式で実施される。

実務経験を有する教員による授業科目（実務経験の概要,実務経験と授業科目との関連性）

まとめ：「ホテル経営」を振り返って

旅行会社が求めるホテル・旅館について
旅行会社と宿泊施設の関係について調べておく
こと（概ね30分）。

事例研究１　泉ロイヤルパークホテル：
ホテルにおけるインバウンド誘客につい
て

事例研究３　小松館　好風亭（松島温
泉）：日本三景のホテル経営について

各授業の内容を復習しておくこと（概ね30
分）。

好風亭についてネット等で調べておくこと（概
ね30分）。

林　春伽
好風亭スタッフ

評
価
の
方
法

％

試験
（レポート）

50 ％

授業内課題

受講態度

％30

20

　宿泊施設の多様な環境，特に立地，ターゲット層，和風と洋風の違いなどを理解するとともに，それ
ぞれの環境で培われた最適な経営方法を学ぶことで現代における観光宿泊施設の特徴を自分の言葉で表
現できるようになる。

学修成果

開講時期 前期

　本科目は現在急拡大しつつあるインバウンド需要，増加傾向の国内需要，加速する外資進出，解禁さ
れた民泊など多様化する宿泊業界において，ホテルを中心とする宿泊業の経営の実際についていくつか
の事例研究により学ぶとともに，広義の観光活動から見る宿泊業経営のあり方について学ぶ。

科目名 ホテル経営
単位

認定者
林　春伽

●

科目ナンバリング

TB-3-ECO-07

●

対象学科
必修・選択
配当年次

15 回

観光ビジネス学科 単位

授業時間数

選択 ２年 2

30 時間

事例研究２　アキウ舎（秋保温泉）：街
づくりが与えるホテルへの影響について

事例研究１　緑水亭（秋保温泉）：街づ
くりが与えるホテルへの影響について

　ホテル・旅館を中心とする宿泊施設は実に多彩な環境にあり，経営方法も多様です。そうした観光宿
泊施設の経営の一端に触れることで観光の世界の奥深さを体感してもらいたいと思います。

担当

林　春伽
ガイダンス/最終発表についてのアナウ
ンス

ホテル経営について教科書やネットをもとにあ
らかじめ調べておくこと（概ね30分）。

授業計画 準備学習

質問票づくり
訪問施設に関する質問をあらかじめ考えておく
こと（概ね1時間）。

林　春伽

国の観光政策と宿泊業の現状について

事例研究４　流辿別邸　観山聴月（青根
温泉）：ホテル経営について

単位数

授業形態 講義
授業回数
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